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   1) 川島彪秀（日本大学名誉教授、日本太平洋コミュニケーション学会創設者） 
   2) 西田司（日本大学教授） 
   3) 岡部朗一（南山大学名誉教授、日本太平洋コミュニケーション学会元副会長） 
   4) 近江誠（南山大学短期大学部名誉教授、日本コミュニケーション学会元会長） 
   5) 宮原哲（西南学院大学教授、日本コミュニケーション学会前会長） 
   6) 泉マス子（西南学院大学名誉教授、日本太平洋コミュニケーション学会元九州支部長） 
   7) 橋本満弘（西南女学院大学名誉教授、日本コミュニケーション学会元会長） 
   8) 畠山均（長崎純心大学教授、日本コミュニケーション学会九州支部元支部長） 
   9) 平井一弘（大妻女子大学名誉教授、日本コミュニケーション学会元会長） 
   10) 久米昭元（立教大学元教授、神田外語大学異文化コミュニケーション研究所元副所長） 

































コミュニケーション学会は、日本スピーチ学会（春木猛会長）と Pacific Communication Association （Donald Klopf
会長）が発展的に解消する形で設立されたと考えられてきたが、今回の調査でアメリカ・スピーチ学会（現在の全米コ




















































① 雑誌論文 なし 
② 図書 なし 
③ シンポジウム・公開講演会などの開催 
「日本におけるコミュニケーション学のオーラル･ヒストリー（日本コミュニケーション学会企画   
理事･学術局企画）」第 45回日本コミュニケーション学会年次大会 2015年 6月 13日 南山大学（パ
ネリストとして参加） 
「 Oral History 特別企画（テーマ :日本コミュニケーション学会九州支部の歴史）」




カリキュラム分析を中心として -」日本コミュニケーション学会第 46 回年次大会  
西南大学  2016 年 6 月 12 日（学会発表論文）  
 
 
 
 
 
 
